
4　10年のあゆみ

昭和4　5年度

（1）公害センターの設置

昭和45年10月、衛生研究所公害研究部が発展的に廃止され、新たに、公害センターが、県民生活

部（公害課）所管の出先機関として設置された。

当初は、所長（県民生活部長兼務）以下13名で発足し、旧衛生研究所構内（大宮市吉敷町）の仮

庁舎において業務を開始した。

（∂　深刻化する公害に対処

激増、深刻化する大気汚染、水質汚濁、悪臭等に対処するため、問題発生工場事業場に対する各種

調査、公共用水域の水質検査、自動車排出ガスの分析検査等を、精力的に実施した。

（笥　調査研究課題

①　自動車排出ガス中の鉛の測定法に関する研究

交通量の増加とともに、自動車排出ガスによる大気汚染が問題視されてきたので、排出ガス中の

鉛の測定法について、次の方法を検討した。

⑦　沿道大気をハイポリウム・エアサンプラーで吸引し、過塩素酸等で分解した後、原子吸光光度

計により錯を測定する。

①　吸収管に硝酸を吸収液として注入し、沿道大気を吸引した後、M‡BKで抽出し、原子吸光光

度計により鉛を測定する。

⑳　沿道天気を、メソプラソフィルター→硝酸吸収液ウⅠ2＋KI吸収液の順で吸引L、それぞれの

段階で錯を測定Lて、その総量を算出する。

以上の≡毒額の方法を比較検討した結果、⑳の方法が、鉛を最も効率良く枯葉できることが明

らかとなったや（第il回大気汚染研究全国協議会において発蓑）

昭和4　6年度

（1）新庁舎の建設

昭和46年6月、激増する公害の分析検査等に対処するため、浦和市上大久保地内に、新庁舎（公

害センター衛生研究所合同庁舎）の建設が突貫工事で進められ、翌年3月完成の運びとなった。（昭

和47年5月新庁舎への移転完了）

所在地　浦和市上大久保639－1

敷　地　13，200〝㌔

建　物　鉄筋コンクリート造り4階建　本館はか別棟　　床曲者　延5，386．35〝デ
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担）テレメーター準備室の設置と大気汚染常時監視システムの導入

新庁舎の建設と併行して、大気汚染常時監視システムの導入を進めるため、昭和46年汎設置

当初の組織（庶務鼠研朋第一科…水質関係、同部第二科……大気関係減テレメーター準備

室を新たに設け、翌年3月、同常時監視システムを完成開通させた。

（3）県民生活部公害課が二課に分かれる

引き続く公害網の増大に伴い、本庁においては、昭和46年5月、公害課が、公害対策課と公害

規制課に分割され、公害行政組織の強化が図られた。

これにより、公害セソターは、従来の公害課から、公害対等課の出先機関として位置づけられた0

四　大気汚染測定車の導入

県内の大気汚染の状況を、機動的に測定するため、昭和47年3月、大気汚染測定車を導入した0

（笥　調査研究課題

①瓦工場周辺におけるフッ素化合物による公害とその除害について

埼玉県北部は、古くから瓦工場が多く、また養蚕業の盛んな所で桑園も多い。

瓦工場は、従来の黒瓦製造から柏葉瓦製造に切り替えるものが増え、そのため周辺の桑菓で飼育

した蚕が、死滅したり、繭をつくらないという被害が続出していた。その原因を追求するため、瓦工

場からの排出物質について調査を行った0

その結果、排ガス中にファ化水素が10p叩前後含まれていることが明らかとなり、また、瓦

工場周辺の大気中及び桑菓中からも、多量のフッ化水素が検出された0

そこで、瓦工場に対し、水酸化ナトリウム溶液循環洗准方式による臨書装置の設置について技術指導

を行った。当該装置設置後は、排ガス中のフッ化水素が1p叩以下となり、養蚕被卦まほとんど

なくなった。

②　鋳物工場乱辺の大気汚染調査

川口市内に密集する鋳物工場からの排出粉じんが一大きな公害問題となったため、その汚染状況

溶解能力25t／Hの水冷熱風式キュポラ（排酢地上40椚1水洗准方式による集じん装置

設置済）を有する鋳物工場間辺において、光散乱法とハイポリウムエア欄サソプラ潮こより、粉

その結見当該キュポラから1，000椚付近まで－粉じん影響のあることが明らかとなった。

大規模鋳物工場のキュポラの集じん装置については－水洗聴方式よりも棚方式又は電気集じん方

式の必要性を確認した0

③　中川の汚濁負荷量調査

中川は埼玉県北部の農業用水を主な水原として、庄内古批大藩古利馴、元荒川の三川を合流

して東京都に流下している0その水質芙蓉を水域全体にわたってとらえるため、両都県共同で調査を

その結果、かんがい期のBOD負荷量は、33，900鞄（流量6，387｝000ナガ）、非かんがい

期のBOD負荷量は、5，400晦（流量1，626，000㌦）であった0
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